
平佐西小学校 池　田　　浩

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 12 Ａ 3
(1) Ｂ 26 Ｂ 4

Ｃ 6 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 2
(1) Ｂ 27 Ｂ 4

Ｃ 8 Ｃ 0

Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 3
(2) Ｂ 27 Ｂ 4

Ｃ 8 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 11 Ａ 2
(2) Ｂ 28 Ｂ 3

Ｃ 4 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 7 Ａ 3
(3) Ｂ 29 Ｂ 4

Ｃ 8 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 14 Ａ 1
(4) Ｂ 25 Ｂ 6

Ｃ 5 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 14 Ａ 1
(5) Ｂ 23 Ｂ 6

Ｃ 8 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 20 Ａ 3
(5) Ｂ 22 Ｂ 3

Ｃ 3 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 11 Ａ 2
(7) Ｂ 24 Ｂ 4

Ｃ 6 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 9 Ａ 3
(7) Ｂ 27 Ｂ 4

Ｃ 6 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
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学校名 校長名

番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)

評定(数値平均) 評定(数値平均)

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

　学校だよりや各種会
合の機会を有効に利用
し、学校の教育活動や
学校経営方針を積極的
に広報する。

　開かれた学校として行事など
メッセージが発信されている。
　学校だよりの巻頭言の内容が
多岐にわたり興味深い。保護者
の子育ての参考になっている。3.1 3.4

2

　望ましい子供の
姿（知・徳・体）
に向かって数値的
目標を設定し努力
している。

　体力や学力について
は、数値目標を設定しや
すいが、徳については、
アンケートの達成率等を
根拠として扱うようにす
る。

　明朗で積極的に取り組んで
いる。
　結果については、学校だよ
りできちんと示されている。

3.0 3.3

3

　子供たちは、
楽しそうに生き
生きと学校生活
を送っている。

　魅力ある学校づく
りを更に進め、魅力
ある授業、魅力ある
学級づくりを推進で
きるように働きかけ

　学校行事への参加、皆と仲良く過ご
している。
　学校だよりや運動会参観を通して、
児童一人一人が目標をもって頑張って
いる様子が伺えた。登校時の楽しい姿
がある。
　具体的な実施目標の設定が必要であ
る。

3.0 3.4

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

　事案が発生する前
は、ケース会議等を
チームで対応し、問題
が生じたら、初期対応
に努めていく。

　障害を持たれた児童との接し方につい
て子供の知識が薄いため、迷っているこ
とを聞きます。インクルーシブ教育を進
めていく中で努力されていると思います
が、もう少し先生方のフォローが必要だ
と思います。関係性が崩れていじめ、不
登校の要因になると思います。

3.1 3.2

5

　子供たちの安全
（登下校時、自然
災害時）について
細心の注意を払っ
ている。

　気になる子供の情
報や緊急時の対応に
ついて日頃から職員
へ周知徹底するよう
にする。

　登下校の安全に関する情
報提供や保護者へのお願い
が学校便り等で適宜なされ
ている。
　登校時に歩道をしっかり
通っている。

3.0 3.4

6

　教職員は、子
供や保護者、地
域との望ましい
関係を築いてい
る。

　ほとんどの教職員
は、望ましい関係を
築けているが、信頼
を損ねる言動等ない
ように指導する。

　コロナにより行動等ができないこ
とで職員と保護者の関係が薄くなっ
ていると思います。保護者、職員が
集える行事を少しでも増やせたらと
思っています。教職員とＰＴＡ、地
域との積極的情報交換が必要。

3.2 3.1

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑に囲
まれている。

　日常の清掃を含
め、各担当で持ち場
の整理整頓を心がけ
ていく。

　自主的な清掃活動、整理
整頓がなされている。
　花がしっかりと整えられ
ている。
　使用前、使用後の対策を
検討して実施すること。

3.1 3.1

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

　月初めに全職員で
必ず安全点検を実施
し、破損箇所や危険
箇所等がないかを
チェックし、対応し

　特になし

3.4 3.5

9

　子供たちの学
力や体力の実態
が保護者や地域
によく知らされ
ている。

　学校だよりやＨＰ等で
学校の状況をお知らせし
ている。
　各種会合等を利用して
子供たちの頑張りを積極
的に紹介していく。

　学校だより、ＨＰのブロ
グ等で積極的に発信されて
いる。

3.1 3.3

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

　コロナ対応への協力や登下
校時の安全確保のための見守
り等で多大な協力・支援をい
ただいている。更なる連携を
一層深めるために、積極的な
情報共有を図りたい。

　保護者では「親児の会」等地
域では平佐西コミュニティ－等
の絶大なる協力がある。
　保護者や地域との情報交換を
行い、目標設定して取り組むこ
とが大切。

3.1 3.4



学　　校　　名

平佐西小学校

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 0
(6) Ｂ 12 Ｂ 3

Ｃ 10 Ｃ 2
Ｄ 4 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 2
(6) Ｂ 12 Ｂ 4

Ｃ 10 Ｃ 0
Ｄ 4 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 11 Ａ 5
(6) Ｂ 21 Ｂ 0

Ｃ 6 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 5
(2) Ｂ 26 Ｂ 1

Ｃ 10 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ
(8) Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ

＜学校関係者評価結果及び委員の意見等をふまえた次年度の改善点と対応策＞
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番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価(集約） 学校関係者評価委員による評価(集約)
評定(数値平均) 評定(数値平均)

11

　小中一貫教育
は、積極的に実践
され、子供たちの
姿として現れてい
る。

　コロナ禍で実施できな
い活動があるが、リモー
ト等の方法を工夫した
り、職員間の情報共有を
行ったりして連携を深め
る。

　コロナもあり直接の体験
等が少ないので少しずつで
もその様な機会を増やせて
いければと思います。具体
的な行動目標を設定、取り
組むことが大切。

2.6 2.6

12

　薩摩川内元気
塾は、子供たち
に夢や元気を与
えてくれてい
る。

　コロナ禍の影響もあ
り、実施できていない
状況もあるが、２学期
以降は、積極的に実施
できるように連携を図
る。

　発達の段階に応じた内容
で子供の心にじっくり届い
ていると感じた。子供たち
は何を期待しているのかが
大事、それによって行動計
画を実施すべき

2.6 3.3

13

　英語教育の推進
について、小・中
学校の特質を活か
して充実が図られ
ている。

　12月8日（木）の英
語自主研究公開に向
けて、研究と授業実
践の充実を図る。

　英語の自主研究公開を目
標に日々研究実践が行われ
ている。
　英語の楽しさを味わって
いると感じられる授業が展
開されている。

3.1 4.0

14

  子供たちは、
学校や地域で進
んであいさつを
している。

　地域でのあいさつの
実態を把握するために
も、様々な会合の場で
子供たちの状況を伺
い、実態把握に努め
る。

　横断歩道横断後のお礼の
あいさつがよくできてい
る。
　自分の方から先にあいさ
つをするように心がけてい
る。

3.0 3.8

↑A=4点、B=3
点、C=2点、D=
１点として、学
校教職員の評価
を平均（小数第
１位まで）

↑A=4点、B=3点、
C=2点、D=１点とし
て、学校関係者評
価委員の評価を平
均（小数第１位ま
で）

○　創立１５０周年の今年、昨年度に引き続き文部科学大臣表彰「学校保健の部」受賞は、誠におめでた
　いことです。保健主任、養護教諭の先生方を中心に全職員の努力、保護者の協力の賜物であると思いま
　す。更なる飛躍を期待しています。
○　子供たちの学習の成果や活躍の足跡が教室や校舎内に掲示されてあり、子供たちの自信と意欲につな
　がっていると思います。引き続き教育環境の整備に努めてほしいです。
○　１５０周年の記念すべき年であることを様々な取組、行事等で意識して発信されている。全職員・全
　児童・全保護者・平佐西校区を巻き込んでの取組や記念行事が行われるよう期待しています。
○　平佐西コミが行っている活動にたくさんの先生方が参加したり関わったりしてほしいと思います。
○　長年の取組がきちんと引き継がれ、更に研究や取組に磨きがかかっていると思います。大きな賞の受
　賞は先生方の努力の賜物です。先生方の努力は子供たちの力、豊かな心の向上につながていると思いま
　す。心から拍手と敬意を表したいと思います。
○　コミュニティスクールについて
　・　地域コミュニティとの情報交換が必要
　・　コロナの関係で各種行事等について縮小傾向にあるが、連携が必要。
　・　学校等において学校・市・地域の大会行事等について縮小傾向にあるが、連携が必要。
　・　学校等において、学校・市・地域の大会行事等について参加、不参加の決定が困難な時等は、連携
　　部門への相談を行い、決定することが望ましい。

15
#DIV/0! #DIV/0!


